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令和６年度第６回合同教育研究会議議事概要 

 

 

１ 開催日時 

令和６年 10 月９日 13 時 00 分～13 時 43 分 

 

２ 場所 

本部棟３階 特別会議室 

 

３ 出席者 

鈴木学長、高橋副学長兼教育支援本部長兼教学ＩＲセンター長、 

亀田副学長兼研究・地域連携本部長、鈴木副学長兼事務局長、 

三上学生支援本部長、猪股企画本部長、高橋高等教育推進センター長、 

工藤看護学部長、中谷社会福祉学部長、高田ソフトウェア情報学部長、 

Tee 総合政策学部長、川﨑盛岡短期大学部長、田中宮古短期大学部長、 

永富委員（学外委員：東北大学産学連携機構特任教授） 

［オブザーバー］ 

米内事務局次長兼総務室長、加藤教育支援室長、松崎学生支援室長、 

藤村研究・地域連携室長、佐藤企画室長、土澤宮古事務局長 

［事務局］ 

高橋総務財務課長、及川主任主査、 

 

４ 会議の概要 

議事録確認 

前回会議９月 11 日の議事録（議事概要）については、原案のとおり承認された。 

 

審議事項 

なし 

 

協議事項 

(１) ゼロ・カーボン化推進室の設置について 

米内事務局次長兼総務室長から、資料に基づき説明があった。 

学長から、省エネお助け隊からの提案にも取り組んでいきたい、本学は、自然災

害時の地域の避難場所にも指定されていることから、敷地内に蓄電池を設置する

など、非常時にもエネルギーが利用できるよう、取り組む必要がある、蛍光灯の生

産も終了することから、施設の LED 化にも取り組んでいきたい、との発言があっ

た。 

委員から、他大学では、ヒートポンプなどを利用して試験的に二酸化炭素の排出

量削減に取り組んでいるが、LED 化については、コストもあることから、漸次進め

ている、との発言があった。 

 

報告事項（口頭報告） 

(１) 令和６年度全国公立大学学生大会（LINKtopos 2024 in Iwate)の概要について 

三上学生支援本部長から、資料に基づき説明があった。 



2 

 

(２) 大学院修士段階における「授業料後払い制度」本格実施に向けた対応について

（報告） 

三上学生支援本部長から、資料に基づき説明があった。 

委員から、対象となる学生について、外国人も対象となるか、留学生も対象とな

ればよい、との発言があった。これに対し、松崎学生支援室長から、日本国籍を有

する学生の他、定住または永住資格を有する学生が対象となる、との発言があった。 

 

(３) 令和７年度以降における多子世帯の大学等授業料等無償化について（報告） 

三上学生支援本部長から、資料に基づき説明があった。 

 

(４) 令和６年度安全保障輸出管理研修会の開催について 

亀田副学長兼研究・地域連携本部長から、資料に基づき説明があった。 

 

(５) 2024 年度 APRIN e ラーニングの履修状況について（報告） 

亀田副学長兼研究・地域連携本部長から、資料に基づき説明があった。 

 

(６) 県立大学電子掲示板を活用したイノベ企業紹介の企画について（報告） 

亀田副学長兼研究・地域連携本部長から、資料に基づき説明があった。 

学長から、学内の学部棟等でも見られるか、との発言があった。これに対し、亀

田副学長兼研究・地域連携本部長から、各学部棟入口に情報掲示用の機器が設置さ

れていることから、見ることができる、との発言があった。 

 

(７) 令和７年度科学研究費助成事業の応募状況について 

亀田副学長兼研究・地域連携本部長から、資料に基づき説明があった。 

学長から、今後は、科研費を申請する意欲のない教員に対しての働きかけが課題

である、との発言があった。 

 

(８) 令和７年度計画の策定に向けた学長ヒアリングの実施について 

猪股企画本部長から、資料に基づき説明があった。 

学長から、設置団体からの評価については、これまで実施していた年度評価が廃

止され、中間及び最終年度の評価のみで足りるという運用に変更されたものの、設

置団体によっては、県議会への報告をこれまでどおり実施している大学もある。本

学は、自己評価のほか、特別なことはやらないという整理となり、事務局の功績で

ある、との発言があった。 

 

(９) 令和６年度第２回ハラスメント防止対策研修会の開催等について 

    米内事務局次長兼総務室長から、資料に基づき説明があった。 

    委員から、第１回を録画で受講したところ、聞きづらい箇所があったことから、

改善してほしい、との発言があった。これに対し、米内事務局次長兼総務室長から

は、第 1 回のアンケートでも、録画品質に対する意見が複数名寄せられたことか

ら、できる限り環境を整えるようにしたい、との発言があった。 

 

(10) 県条例に対応した法人文書の情報システム管理について 

    米内事務局次長兼総務室長から、資料に基づき説明があった。 
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    学長から、学内システムの全体像を検討し、今後導入する電子決裁・文書管理シ

ステムを含めて、システム間の連携が円滑にできるようにしていきたい、との発言

があった。 

 

 

報告事項（資料報告） 

(１) 大学院入試（看護学研究科・社会福祉学研究科・総合政策研究科、第１次募集）

選抜結果について 

(２) 総合型選抜（第１次選考）選抜結果について 

(３) 令和７年度編入学試験（看護・社福・総政）選抜結果について 

(４) 令和６年度サマーセミナーの実施報告について 

(５) 令和６年度後期「 English Time 」の実施について 

(６) 令和６年度後期「数学学習相談室｣の実施について 

(７) 令和６年度宮古短期大学部学年暦の変更について 

(８) 令和６年度全学競争研究費の採択結果について 

(９) 令和６年度岩手県立大学 地域連携棟一般公開(研究成果発表)の実施について 

(10) 「令和６年度 岩手県立大学 研究・地域連携本部研究成果発表会」の開催結果に

ついて 

(11) 「大学見本市～イノベーションジャパン 2024～」の出展結果について 

 意見なし 

 

その他 

なし 

 


